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マンスリーレポート（基準⽇︓2024年4⽉30⽇現在）

【運用実績】※1 参考指数︓MSCI AC Asia Index（円ベース・配当込み）
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【基準価額・純資産総額の推移】※2
期間︓設定⽇前営業⽇（2018年10⽉30⽇）〜2024年4⽉30⽇
※ 設定⽇前営業⽇（2018年10⽉30⽇現在）を10,000として指数化しています。
（円） （億円）

特化型

27.72 21.30
過去1年間 40.91 29.63
過去3年間 23.53 29.57
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お客様向け資料

億円

（※1）■表示桁未満の数値がある場合、四捨五入しています。■ファンド、参考指数の過去のパフォーマンスは⽉末値により算出しています。決算期に収益分配があった場合のファン
ドのパフォーマンスは、税引前の分配⾦を再投資することにより算出される収益率です。従って実際の投資家利回りとは異なります。■当資料では基準価額および分配⾦を1万⼝当たり
で表示しています。（※2）■基準価額は、信託報酬等控除後の価額です。■分配⾦再投資基準価額は、当該ファンドの信託報酬等控除後の価額を⽤い、税引前の分配⾦を再
投資したものとして計算しております。（※1、※2）■当ファンドにベンチマークはありません。参考指数は「MSCI AC Asia Index（円ベース・配当込み）」です。■過去の実績は将
来の運⽤成果を示唆あるいは保証するものではありません。

0 円

0 円
0 円

0 円

直近の分配実績（1万⼝当たり、税引前）
第1期 19/09/12 0 円

当ファンドの詳細については、
スパークス・アセット・マネジメントのホームページをご覧ください。

■当資料は販売⽤資料としてスパークス・アセット・マネジメント株式会社（以下当社）が作成したものであり、⾦融商品取引法に基づく開示書類ではありません。当ファンドの取得のお
申込を⾏う場合には、投資信託説明書（交付目論⾒書）をお渡ししますので、必ずお受け取りの上詳細をご確認いただき、ご⾃⾝でご判断ください。■当ファンドは値動きのある有価
証券に投資しますので、基準価額は変動します。従って、元本が保証されているものではなく、組入れた有価証券の価格が下落する場合や、基準価額の下落により、損失を被り、投資
元本を割り込む場合もあります。また、これらの運⽤による損益は全て受益者の皆様に帰属します。■投資信託は預貯⾦・⾦融債または保険商品ではなく、預⾦保険や保険契約者保
護機構の保護の対象ではありません。また、証券会社で購入した場合を除き、投資者保護基⾦の規定に基づく⽀払いの対象ではありません。■投資信託の設定・運⽤は、投資信託
委託会社が⾏います。■当資料に記載の内容は将来の運⽤結果を保証もしくは示唆するものではありません。■当資料に含まれている過去の実績の数値および市場動向等について
のコメントは当資料作成時点のものであり、市場動向や個別銘柄の将来の動きを保証するものではありません。■当資料の正確性や完全性について当社が保証するものではありませ
ん。また記載内容は予告なく訂正が⾏われることがあります。■当資料は目的によらず、当社の許可なしに複製・複写をすることを禁じます。■当ファンドに関する投資信託説明書（交
付目論⾒書）のご請求、お問合せは販売会社まで。

第4期 22/09/12
第5期 23/09/12

設定来累計

第2期 20/09/14

20.04 14.42
過去6ヶ⽉間

第3期 21/09/13 0 円

https://www.sparx.co.jp/mutual/jag.html
（上記リンクはスパークス・アセット・マネジメントのホームページに遷移いたします）

設定来 60.91 89.21

純資産総額 15.50
換⾦価額 16,043 円 過去1ヶ⽉間 3.39 2.79

過去3ヶ⽉間

基準価額 16,091 円 ファンド 参考指数

NISA成⻑投資枠対象
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【資産別構成】※3 【国・地域別構成】※3 【株式︓通貨別構成】※3
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【株式︓業種別構成】※3 【株式︓業種別構成】※3
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特化型

台湾ドル 11.1

⽇本円
インド 17.7
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（愛称︓⽇本アジア厳選投資）

追加型投信／内外／株式

お客様向け資料

40.2
12.9
12.2

（※3）■表示桁未満の数値がある場合、四捨五入しています。■上記は当ファンドが投資するマザーファンドに関する情報です。■「⽐率」は、当ファンドが投資するマザーファンドの純
資産総額に対する⽐率です。■国・地域は、本社所在国等に基づいたスパークス・アセット・マネジメントによる分類です。■業種は世界産業分類基準（GICS）の分類に基づきます。
■組入銘柄の会社情報は各種資料をもとにスパークス・アセット・マネジメントが作成しています。

4.0
⾦融サービス 3.9

その他

当ファンドは、⼀般社団法⼈投資信託協会「投資信託等の運⽤に関する規則　信⽤リスク集中回避のための投資制限の例外」を適⽤して特化型運⽤を
⾏います。そのため、⼀般のファンドにおいては、⼀の者に係るエクスポージャーの投資信託財産の純資産総額に対する⽐率として10%を上限として運⽤を⾏
うところを、当ファンドにおいては、35%を上限として運⽤を⾏います。

16.4
耐久消費財・アパレル 3.4■

■

■
■
■
■
■
■
■
■

業種 ⽐率
資本財 17.5
半導体・半導体製造装置 12.6
銀⾏ 11.7

⾷品・飲料・タバコ 3.4

8.6

■当資料は販売⽤資料としてスパークス・アセット・マネジメント株式会社（以下当社）が作成したものであり、⾦融商品取引法に基づく開示書類ではありません。当ファンドの取得のお
申込を⾏う場合には、投資信託説明書（交付目論⾒書）をお渡ししますので、必ずお受け取りの上詳細をご確認いただき、ご⾃⾝でご判断ください。■当ファンドは値動きのある有価
証券に投資しますので、基準価額は変動します。従って、元本が保証されているものではなく、組入れた有価証券の価格が下落する場合や、基準価額の下落により、損失を被り、投資
元本を割り込む場合もあります。また、これらの運⽤による損益は全て受益者の皆様に帰属します。■投資信託は預貯⾦・⾦融債または保険商品ではなく、預⾦保険や保険契約者保
護機構の保護の対象ではありません。また、証券会社で購入した場合を除き、投資者保護基⾦の規定に基づく⽀払いの対象ではありません。■投資信託の設定・運⽤は、投資信託
委託会社が⾏います。■当資料に記載の内容は将来の運⽤結果を保証もしくは示唆するものではありません。■当資料に含まれている過去の実績の数値および市場動向等について
のコメントは当資料作成時点のものであり、市場動向や個別銘柄の将来の動きを保証するものではありません。■当資料の正確性や完全性について当社が保証するものではありませ
ん。また記載内容は予告なく訂正が⾏われることがあります。■当資料は目的によらず、当社の許可なしに複製・複写をすることを禁じます。■当ファンドに関する投資信託説明書（交
付目論⾒書）のご請求、お問合せは販売会社まで。

■

消費者サービス 10.9
テクノロジー・ハードウェアおよび機器 6.8
保険 5.8
不動産管理・開発

⽇本 40.2

現⾦その他 3.6 台湾

投資信託証券 0.0
株式 96.4

現⾦等 3.6 その他
その他 15.2

インドルピー
その他証券 0.0 韓国 12.2 韓国ウォン

11.1 香港ドル 11.4

NISA成⻑投資枠対象

資産 ⽐率 国・地域 ⽐率 通貨 ⽐率

40.2%

12.9%
12.2%

11.4%

11.1%
8.6%

40.2%

17.7%
12.2%

11.1%

15.2%
3.6%

96.4%

3.6%

資産別 国・地域別 通貨別

17.5%

12.6%

11.7%

10.9%
6.8%

5.8%

4.0%
3.9%
3.4%
3.4%

16.4%

業種別
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スパークス・アセット・マネジメント株式会社

マンスリーレポート（基準⽇︓2024年4⽉30⽇現在）

【組入上位10銘柄】※3
銘柄総数︓39銘柄
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特化型

2.9

2.9

3.2

3.3

3.4

3.5

3.7

サンリオは、「ハローキティ」「シナモロール」などのオリジナルキャラクターの知的財産ビジネスを世界各地で展開するグローバル・エンターテ
インメント企業。テーマパーク「サンリオピューロランド」の運営も⾏う。

インド ⾷品・飲料・タバコ

7

8

⽇⽴製作所 ⽇本 資本財

9

10

5

■当資料は販売⽤資料としてスパークス・アセット・マネジメント株式会社（以下当社）が作成したものであり、⾦融商品取引法に基づく開示書類ではありません。当ファンドの取得のお
申込を⾏う場合には、投資信託説明書（交付目論⾒書）をお渡ししますので、必ずお受け取りの上詳細をご確認いただき、ご⾃⾝でご判断ください。■当ファンドは値動きのある有価
証券に投資しますので、基準価額は変動します。従って、元本が保証されているものではなく、組入れた有価証券の価格が下落する場合や、基準価額の下落により、損失を被り、投資
元本を割り込む場合もあります。また、これらの運⽤による損益は全て受益者の皆様に帰属します。■投資信託は預貯⾦・⾦融債または保険商品ではなく、預⾦保険や保険契約者保
護機構の保護の対象ではありません。また、証券会社で購入した場合を除き、投資者保護基⾦の規定に基づく⽀払いの対象ではありません。■投資信託の設定・運⽤は、投資信託
委託会社が⾏います。■当資料に記載の内容は将来の運⽤結果を保証もしくは示唆するものではありません。■当資料に含まれている過去の実績の数値および市場動向等について
のコメントは当資料作成時点のものであり、市場動向や個別銘柄の将来の動きを保証するものではありません。■当資料の正確性や完全性について当社が保証するものではありませ
ん。また記載内容は予告なく訂正が⾏われることがあります。■当資料は目的によらず、当社の許可なしに複製・複写をすることを禁じます。■当ファンドに関する投資信託説明書（交
付目論⾒書）のご請求、お問合せは販売会社まで。

順位 銘柄名称 ⽐率 国・地域 業種

4.3

4.8

6.2

サンリオ ⽇本 ⼀般消費財・サービス流通・⼩売り

騰訊［ﾃﾝｾﾝﾄ･ﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ］（Tencent Holdings Limited）は投資持株会社。中国、米国、欧州などのユーザーにインターネッ
トおよびモバイル付加価値サービス（VAS）、オンライン広告サービス、電子商取引サービスを提供する。

ICICI Bank Limited インド 銀⾏
ICICI銀⾏（ICICI Bank Limited）はインド最⼤級の商業銀⾏。インド全⼟に展開する⽀店網やインターネットなどを通じて幅広
い⾦融商品および⾦融サービスを提供。

Tencent Holdings Ltd. 中国 メディア・娯楽

インド 消費者サービス
レモンツリーホテル（Lemon Tree Hotels Ltd.）はインド最⼤のミドルクラスホテルチェーン。インド全⼟にホテルを展開するほか、ドバ
イ、ブータンなどの海外への拡⼤も進める。

Varun Beverages Ltd.
6

丸紅は⼤⼿総合商社。鉄鋼製品、IT事業、インフラ、エネルギー、⾷料品、⾦属資源、開発建設、化学品、産業機械、輸送機など
の事業部門を持ち、世界中にまたがる販売⽀店や代理店のネットワークを活⽤して商品取引を⾏う。

三菱商事 ⽇本 資本財
三菱商事は、三菱グループの総合商社。新機能事業、情報産業、燃料、⾦属、機械、化学品、⽣活産業、職能などで形成される
ビジネスグループがある。同社はジョイントベンチャーを通じて衛星通信事業なども⼿掛ける｡

丸紅 ⽇本 資本財

ヴァルン・ビバレッジ（Varun Beverages Ltd.）はインドを拠点とする飲料会社。ペプシなどのブランドを持つPepsiCo社（米国）
のフランチャイズ加盟店の⼀つであり、幅広い炭酸飲料とPepsiCo社が所有する商標のもとで販売される非炭酸飲料を含んだ飲料の
製造販売を⾏う。

⽇⽴製作所は、情報・エレクトロニクスをはじめ電⼒・産業機械、家庭電器製品などのメーカー。同社は原子⼒発電システム等から厨
房機器等まで広範囲の製品を⼿掛け、また産業の各分野にグループ会社を展開。

スパークス・新・国際優良⽇本アジア株ファンド
（愛称︓⽇本アジア厳選投資）

追加型投信／内外／株式

お客様向け資料

NISA成⻑投資枠対象

1

2

3

4

半導体・半導体製造装置
台湾積体電路製造［TSMC/台湾ｾﾐｺﾝﾀﾞｸﾀｰ］（Taiwan Semiconductor Manufacturing Company Ltd.）は半導体
メーカー。ウエハー製造、プロービング、組み⽴て、テストのほか、マスクの製造、設計、関連サービスを提供。同社の IC（集積回路）
はコンピュータ､通信、消費者向け電子製品、⾃動⾞、産業機器などに使⽤される。

Taiwan Semiconductor Manufacturing Co., Ltd. 台湾

MakeMyTrip Ltd. インド 消費者サービス
メイクマイトリップ（MakeMyTrip Ltd.）は、インドのオンライン旅⾏会社。インドを中⼼に東南アジアや欧米で事業を展開し、インド
在住の海外旅⾏者、インドを来訪する旅⾏者などに向け、オンラインによる旅⾏関連商品、旅⾏関連サービスを提供する。

Lemon Tree Hotels Ltd.
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（愛称︓⽇本アジア厳選投資）
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お客様向け資料

NISA成⻑投資枠対象

■当資料は販売⽤資料としてスパークス・アセット・マネジメント株式会社（以下当社）が作成したものであり、⾦融商品取引法に基づく開示書類ではありません。当ファンドの取得のお
申込を⾏う場合には、投資信託説明書（交付目論⾒書）をお渡ししますので、必ずお受け取りの上詳細をご確認いただき、ご⾃⾝でご判断ください。■当ファンドは値動きのある有価
証券に投資しますので、基準価額は変動します。従って、元本が保証されているものではなく、組入れた有価証券の価格が下落する場合や、基準価額の下落により、損失を被り、投資
元本を割り込む場合もあります。また、これらの運⽤による損益は全て受益者の皆様に帰属します。■投資信託は預貯⾦・⾦融債または保険商品ではなく、預⾦保険や保険契約者保
護機構の保護の対象ではありません。また、証券会社で購入した場合を除き、投資者保護基⾦の規定に基づく⽀払いの対象ではありません。■投資信託の設定・運⽤は、投資信託
委託会社が⾏います。■当資料に記載の内容は将来の運⽤結果を保証もしくは示唆するものではありません。■当資料に含まれている過去の実績の数値および市場動向等について
のコメントは当資料作成時点のものであり、市場動向や個別銘柄の将来の動きを保証するものではありません。■当資料の正確性や完全性について当社が保証するものではありませ
ん。また記載内容は予告なく訂正が⾏われることがあります。■当資料は目的によらず、当社の許可なしに複製・複写をすることを禁じます。■当ファンドに関する投資信託説明書（交
付目論⾒書）のご請求、お問合せは販売会社まで。

特化型

株式市場の状況
《⽇本の株式市場》

2024年4⽉、⽇本株式市場の代表指数であるTOPIX（配当込み）は前⽉末⽐0.91%下落し、⽇経平均株価は前⽉末⽐
4.86%の⼤幅下落となりました。

⽉前半は利益確定売りや、米連邦準備制度理事会（FRB）⾼官の年内利下げ先送り示唆に伴い米⻑期⾦利上昇が懸念さ
れ、米国株式市場の下落を招き、⽇本株式市場は上値を抑えられました。⽉半ばには米CPI（消費者物価指数）の市場予想を
超える上昇や半導体関連企業の⼤幅下落、また中東情勢の悪化などから⽇経平均株価は⼀時37,000円を割り込みました。⽉
後半には中東情勢の落ち着きから買い戻しの動きが⾒られ、⽇経平均株価は38,000円台を回復しました。26⽇まで開かれた⽇
銀⾦融政策決定会合では緩和的な⾦融政策の維持が決定され、⽇本が祝⽇だった29⽇にドル円相場は⼀時160円台へ急伸
し約34年ぶりの⾼値を更新しました。しかしながら、その後⼀転して154円台まで⼤きく円⾼に振れ、市場では政府による為替介入
が⾏われたとの観測が広がりました。
《アジアの株式市場》

当⽉、アジア株式市場はまちまちの値動きとなりました。⽇本を除くアジア市場に使⽤される⼀般的な指数であるMSCIアジア（⽇
本を除く、米ドル建て）指数は、中国、香港、シンガポールなどに牽引される形で前⽉末⽐1.26％上昇しました。当⽉パフォーマン
スが振るわなかった市場は、インドネシア、韓国、フィリピンなどでした。米国のインフレ率が予想を上回ったことで、米国の⾦利に対す
る投資家の⾒⽅は「⾼⾦利の⻑期化」シナリオにシフトし、成⻑株を中⼼に下落しました。

ナスダック総合指数は4.41%下落し、アジアのテクノロジーセクターにも⼤きな影響を与えました。韓国市場はテクノロジーセクター
に対するエクスポージャーが⾼いことから、低調に推移しました。

ASEAN市場はインドネシア、フィリピン、タイを中⼼に全般的に低迷しました。米ドル⾼の影響から、これらの市場で為替変動とイン
フレ圧⼒に対する懸念が⾼まりました。インドネシアは⾃国通貨の下⽀えを狙って唐突に政策⾦利を0.25%引き上げ、6.25%とし
ました。

⼀⽅、中国市場と香港市場は、政策⽀援、業績回復期待、割安なバリュエーションに後押しされ、堅調に推移しました。不動産
セクターとインターネットセクターに投資家の関⼼が集まりました。

インド市場は前⽉の調整後、中⼩型株の⼒強い反発に牽引され、上昇基調を取り戻しました。インドの国政選挙は当⽉半ばに
始まり、6⽉前半の開票まで1か⽉半あまり続きます。

ファンドの運用状況
当⽉、当ファンドのパフォーマンスは前⽉末⽐3.39％の上昇、参考指数のMSCI AC Asia Index（円ベース・配当込み）は同

2.79％の上昇となりました。
当⽉パフォーマンスにプラスに貢献した銘柄は、Lemon Tree Hotels（インド／消費者サービス）、Tencent Holdings（中

国／メディア・娯楽）、Hanwha Aerospace（韓国／資本財）などでした。⼀⽅、サンリオ（⼀般消費財・サービス流通・⼩売
り）、MediaTek（台湾／半導体・半導体製造装置）、アシックス（耐久消費財・アパレル）などがマイナスに影響しました。
（次ページへ）
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当⽉に入って、マクロリスクが再び注目されるようになりました。米国経済の底堅さとインフレの常態化によってFRBが利下げに転じる
可能性が低下する⼀⽅で、イランがイスラエルとの戦闘に直接関与するなど、中東の紛争がエスカレートしました。この状況を2022年
の市場低迷期と似ていると⾒る向きもありますが、当ファンドの⾒⽅は少し違います。
1. 2022年のインフレ率が非常に⾼かったのは、コロナ禍でスタグフレーション（⾼インフレ下の景気低迷）を主因とするサプライ

チェーンの混乱や、またロシアが突如ウクライナに侵攻したことが原因であること。
現在、インフレ率は米国経済の底堅さを背景に、FRBの目標値である2%を依然上回っているものの、沈静化してきているのが
実情です。

2. 2022年は⾦利がほぼゼロの状態から急激に引き上げられたのに対し、現在は⽐較的⾼い⽔準で推移していること。
2022年の⾦利ショックは現在よりはるかに甚⼤でした。

3. 2022年は多くの業界が在庫サイクルの底にありました。コロナ禍のサプライチェーンの混乱は、2022年に新型コロナウイルス感染
症が収束の兆しを⾒せたことで、過剰発注を引き起こし、最終的には在庫積み上がりの要因となったこと。
当時は多くの企業が業績の⼤幅悪化に苦しんでいましたが、現在は在庫がほぼ正常化し、企業の収益も改善しています。

アジアに限って言えば、2022年には⾒られなかった好材料がいくつかみられます。
1. ⽇本がコーポレート・ガバナンス改⾰を加速させており、韓国や中国など他国も追随の姿勢を⾒せていること。
2. 半導体業界が2022年には景気循環の後退期にあったが、現在は回復初期にあること。

AI（⼈⼯知能）投資がまだ初期段階にあるため、このアップサイクルは数年にわたって続くと考えます。
3. 総体的にみると環境は依然芳しくないものの、中国経済が継続的にロックダウンを実施していた2022年と違って経済活動を再

開していること。
現状で最⼤のテールリスク（まれにしか起こらないはずの想定外の暴騰・暴落が実際に発⽣するリスクのこと）は、中東の紛争が

拡⼤し、世界の石油の約3割、世界の液化天然ガス（LNG）の約2割が通過するホルムズ海峡の交通が寸断されることです。
しかし、イランも含む湾岸諸国はいずれも同海峡を通じて石油を輸出していることから、影響は甚⼤であるにしても発⽣確率はきわめ
て低いと考えられます。イランはホルムズ海峡経由で主要顧客である中国に石油を輸出しているので、単純にみて本格参戦のリスク
は⼤き過ぎるでしょう。

では現状のリスクにどう対処していけばよいのでしょうか。当ファンドの戦略は決して変わりません。強靭で耐久⼒に富み、経営者が
効率的に資本配分を⾏っている企業を探し出し、バリュエーションが割安な機会を⾒計らって企業へ投資します。最⾼の銘柄を探し
て最も割安な価格で購入することが、⽇々の目標です。逆境に耐える⼒があり収益性の⾼い銘柄をバリュエーションの割安な時点で
購入できれば、どんな外的ショックでも乗り切ることができると考えます。そのために何よりも⼤切なのは銘柄の選定であり、銘柄選びを
誤れば、他の⽅法で埋め合わせることは不可能です。銘柄選定についてはこれまで幾度となく取り上げているので、今回はリスク管理
の他の側面、ポートフォリオの構成とポートフォリオの組み換えの2点について触れたいと思います。
（次ページへ）
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ポートフォリオの構成
当ファンドは25〜40社という⽐較的少数の銘柄を厳選してポートフォリオを構築しています。⽇本とアジアへ投資する主な利点は、

その投資対象の広さです。多くのアジア市場で事業を展開しているグローバル企業だけではなく現地企業も組み入れているため、25
〜40銘柄程度でも⼗分に分散投資が可能であると考えます。さらに銘柄の選定にあたっては、互いの相関性が低く、他社の動向か
ら影響を受けにくい投資先を選ぶようにしています。投資対象となる銘柄はきわめて幅広く、必要なのは25〜40銘柄と少ないため、
選別は容易です。また、保有銘柄を増やしても、必ずしもリスクが減るわけではないと考えます。なぜなら、保有銘柄が増えれば増え
るほど、それぞれの銘柄に関する調査の時間が少なくなりますし、ポートフォリオをシンプルに保ち、リスク要因や銘柄間の相関性を理
解しやすくした⽅が良いと考えるためです。2023年12⽉の⽉次報告書で取り上げた通り、当ファンドの保有銘柄は⼤まかに以下の
ように分類できます。
 新興国銘柄 – インドとインドネシアは世界の新興国の中でも最も有望な市場であると考え、MakeMyTrip（インド／消費者

サービス）、Bank Mandiri（インドネシア／銀⾏）などを組み入れています。
 テクノロジー関連銘柄 – 世界の主要な製造拠点として、アジアにはテクノロジー関連銘柄について新たな投資機会があると考え、

半導体銘柄だけでなく、富士フイルムホールディングス（テクノロジー・ハードウェアおよび機器）、SK hynix（韓国／半導体・半
導体製造装置）といったヘルスケア、ファクトリーオートメーション、再⽣可能エネルギー関連銘柄も組み入れています。

 消費者動向関連銘柄 – ⽇本や韓国といった国々は数⼗年にわたって国際競争⼒のある消費財を作り続けてきたことから、今
後はアジア諸国の⽂化発信⼒の拡⼤に伴って⾳楽やアニメキャラクターといった⽂化関連商品の輸出を拡⼤すると考え、アシック
ス（耐久消費財・アパレル）、サンリオ（⼀般消費財・サービス流通・⼩売り）といった銘柄を組み入れています。

 インフレ受益銘柄 – ⽇本ではインフレが進⾏しており、インフレと⾦利が引き続き世界的なリスクとなる⾒込みであることから、こう
した動向から恩恵を受ける銘柄、例えば三菱商事（資本財）や三菱UFJフィナンシャル・グループ（銀⾏）などを組み入れてい
ます。

現状の中東における地政学的リスクに関しては、2023年10⽉の⽉次報告書で取り上げた通り、石油開発・⽣産関連銘柄を組
み入れ、さらに総合商社を通じて幅広いコモディティへの投資も⾏っています。⾦利の影響に関しては、銀⾏、保険会社など、⽇本の
名目⾦利上昇の恩恵を受ける企業の組入⽐率を⾼めに設定しています。バランスの取れたポートフォリオを構成し、国内外の幅広
い株価上昇要因を捉えることが、⾼いリスク調整後リターンを⻑期にわたって確保することに役⽴つというのが当ファンドの考えです。

当ファンドが最優先で取り組んでいるのは資本の保全です。したがって、ポートフォリオを組む際に最も重視しているのは、リスクを低く
保ったままでリターンを上げられる確度はどの程度かということです。アップサイドが⼤きいと予想されるもののリスクが⾼い銘柄の組入⽐
率は低く設定しています。確実性を重視する姿勢は、当ファンドの銘柄選定の理念、すなわち競争に負けない強⼒な企業を選定す
るという考え⽅と軌を⼀にしています。そのため組入上位銘柄は、業界を代表する⼤企業が多いです。とはいえ、中⼩型株も組み入
れていないわけではないので、それについては今後の⽉次報告書で取り上げる予定です。
（次ページへ）
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ポートフォリオの組み換え
当ファンドの⽇々の目標は、最⾼の銘柄を探して最も割安な価格で購入することです。そのため保有銘柄と組入候補銘柄の⽐較

を定期的に⾏い、ポートフォリオの組み換えを⾏っています。ポートフォリオを随時更新することで、深刻なリスクを回避することができる
と考えます。当ファンドは2023年1⽉の⽉次報告書で、中国のエクスポージャーを抑えているとお伝えしました。経済再開に対する期
待が現実化したあと、保有する中国銘柄の魅⼒が相対的に低下すると考えたからです。それは結果的に正しい判断でした。当ファン
ドはマーケット・タイミングではなく、最良の銘柄を割安な価格で投資することを重視しています。さらに先⽇は他社に先駆けて株価が
上昇し、これ以上は上昇が望めなくなった銘柄を数社売却し、利益を確定しました。その1社がアドバンテストです。株価が⼤幅に上
昇していましたが、他の保有銘柄と⽐較すると投資魅⼒が低下したと判断し、2⽉後半に売却に踏み切りました。⼀⽅、⽇本の不
動産セクターに対するエクスポージャーを増やしましたが、これは⽇本の実質⾦利が引き続きマイナスで推移するため、同業界にとって
有利であると考えたためです。同業界はますます不安定化する国際情勢の中にあって、しっかりと対応できるだけの耐久性を備えてい
ると考えます。当⽉の半導体関連銘柄のように株価の上昇余地が減ると下振れリスクに目が向きやすくなるのは当然と考えます。
ポートフォリオを随時更新することで、割安なバリュエーションで投資し続け、底堅いパフォーマンスを維持したいというのが当ファンドの
意向です。

割⾼な⽔準まで上昇した銘柄の売却による利益確定は別として、時には⾒込み違いで失敗することもないわけではありません。も
ちろん間違いに気づいた場合、その時点で売却します。不安を感じたために売却して他の銘柄に切り替えることもよくあり、その⼀例が
2023年5⽉に売却したオリンパスです。当ファンドは同社が内視鏡分野で主導的地位につけていることを好感していましたが、同社
は米⾷品医薬品局（FDA）から複数回にわたって警告を受け、2023年には想定外のFDA関連対応費⽤が発⽣すると発表しま
した。同社の強みが消えたわけではないというのが当ファンドの⾒⽅でしたが、問題の深さや解決に要する期間について確信が持てな
いと感じました。⼀般に、保有銘柄が短期的に下落することは避けられないことなので、それほど⼼配はしていません。しかし、下落度
合いとその期間については⾒通しを⽴てたいと思っています。投資先は無数にあり、ファンドの保有銘柄数も限られているため、どの銘
柄を保有するにしても、機会費⽤は相当なものになります。オリンパスについては⼗分な⾒通しが⽴たなかったため、売却して他の銘
柄と入れ替えました。

総括すると、当ファンドは以下の⽅法でリスクを管理しています。
1. 適正な銘柄選定
2. 相関性の低い銘柄の選定による少数精鋭型のポートフォリオ構成と、それを通じたリスク要因の明確化
3. 銘柄の随時入れ替えることにより魅⼒的なバリュエーションの銘柄によるポートフォリオ構成

当ファンドは⽇本・アジアの株式と投資対象が広く、前述のリスク管理措置を効果的に実⾏することができると考えます。
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1
◆

◆

※
※
※
※

*

2

※

3 ⻑期投資します。

■当資料は販売⽤資料としてスパークス・アセット・マネジメント株式会社（以下当社）が作成したものであり、⾦融商品取引法に基づく開示書類ではありません。当ファンドの取得のお
申込を⾏う場合には、投資信託説明書（交付目論⾒書）をお渡ししますので、必ずお受け取りの上詳細をご確認いただき、ご⾃⾝でご判断ください。■当ファンドは値動きのある有価
証券に投資しますので、基準価額は変動します。従って、元本が保証されているものではなく、組入れた有価証券の価格が下落する場合や、基準価額の下落により、損失を被り、投資
元本を割り込む場合もあります。また、これらの運⽤による損益は全て受益者の皆様に帰属します。■投資信託は預貯⾦・⾦融債または保険商品ではなく、預⾦保険や保険契約者保
護機構の保護の対象ではありません。また、証券会社で購入した場合を除き、投資者保護基⾦の規定に基づく⽀払いの対象ではありません。■投資信託の設定・運⽤は、投資信託
委託会社が⾏います。■当資料に記載の内容は将来の運⽤結果を保証もしくは示唆するものではありません。■当資料に含まれている過去の実績の数値および市場動向等について
のコメントは当資料作成時点のものであり、市場動向や個別銘柄の将来の動きを保証するものではありません。■当資料の正確性や完全性について当社が保証するものではありませ
ん。また記載内容は予告なく訂正が⾏われることがあります。■当資料は目的によらず、当社の許可なしに複製・複写をすることを禁じます。■当ファンドに関する投資信託説明書（交
付目論⾒書）のご請求、お問合せは販売会社まで。

原則として短期的な売買は⾏わず、⻑期保有することを基本とします。

お申込の際には投資信託説明書（交付目論⾒書）をご覧下さい。

ベンチマークは設けず、銘柄を厳選して投資します。（特化型）
当ファンドは、ベンチマーク等を意識せず、弊社独⾃の調査活動を通じて厳選した少数の投資銘柄群に絞り込んで集中投資することとしているため、
個別銘柄への投資において、当ファンドの純資産総額に対して実質的に10％を超えて投資することが想定されています。そのため、集中投資を⾏っ
た投資銘柄において経営破綻や経営・財務状況の悪化などが⽣じた場合には、⼤きな損失が発⽣することがあります。

厳選投資します。

株式のほか、株式に関連する資産として、投資信託証券、転換社債ならびに転換社債型新株予約権付社債、DR（預託証書）、新株引受権
証券および新株予約権証券、ならびに株価もしくは株価指数に価格が連動する証券等に対して投資する場合があります。

全ての採⽤国及び地域に投資するとは限りません。また、主要投資対象国は今後変更される場合があります。

「MSCI AC Asia Index（円ベース）」は、MSCI Inc.が発表しているMSCI AC Asia Index（米ドルベース）をもとに委託会社が円換算した
ものです。
また、MSCI AC Asia Indexに関する著作権、知的財産権その他⼀切の権利はMSCI Inc.に帰属します。またMSCI Inc.は、同指数の内容を
変更する権利および公表を停⽌する権利を有しています。MSCI Inc.は、当ファンドの運⽤成果等に関して⼀切責任を負うものではありません。

⽇本やアジア地域に本社のある企業で⽇本やアジア地域以外の上場株式も投資対象に含まれます。
投資対象国の制度等により、上記投資対象国の株式へ投資ができない場合があります。

ボトムアップ・リサーチによる個別銘柄調査に基づき、魅⼒的なビジネスと卓越した経営陣を併せ持つ企業で、企業価値に対して割安と考えられる銘
柄の中から厳選して集中的に投資を⾏います。

当ファンドは、マザーファンド受益証券を通じて、⽇本とアジアの優良企業に投資します。

当ファンドの参考指数である「MSCI AC Asia Index（円ベース）*」の採⽤国及び地域の株式を中⼼に実質的に投資します。ただし、参考指数
への追従を意図した運⽤は⾏いません。当ファンドの主要投資対象国は⽇本、中国、香港、台湾、韓国、マレーシア、フィリピン、シンガポール、タイ、
インド、インドネシアなどです。

当ファンドは、主としてスパークス・⽇本アジア厳選投資マザーファンド（以下「マザーファンド」といいます。）を通じて、⽇本を含むアジアの株式に投資し、信託
財産の中⻑期的な成⻑を目指して積極的な運⽤を⾏います。

ファンドの特色

ファンドの目的

お客様向け資料
特化型

NISA成⻑投資枠対象

ファンドの目的･特色

スパークス・新・国際優良⽇本アジア株ファンド
（愛称︓⽇本アジア厳選投資）

追加型投信／内外／株式
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■当資料は販売⽤資料としてスパークス・アセット・マネジメント株式会社（以下当社）が作成したものであり、⾦融商品取引法に基づく開示書類ではありません。当ファンドの取得のお
申込を⾏う場合には、投資信託説明書（交付目論⾒書）をお渡ししますので、必ずお受け取りの上詳細をご確認いただき、ご⾃⾝でご判断ください。■当ファンドは値動きのある有価
証券に投資しますので、基準価額は変動します。従って、元本が保証されているものではなく、組入れた有価証券の価格が下落する場合や、基準価額の下落により、損失を被り、投資
元本を割り込む場合もあります。また、これらの運⽤による損益は全て受益者の皆様に帰属します。■投資信託は預貯⾦・⾦融債または保険商品ではなく、預⾦保険や保険契約者保
護機構の保護の対象ではありません。また、証券会社で購入した場合を除き、投資者保護基⾦の規定に基づく⽀払いの対象ではありません。■投資信託の設定・運⽤は、投資信託
委託会社が⾏います。■当資料に記載の内容は将来の運⽤結果を保証もしくは示唆するものではありません。■当資料に含まれている過去の実績の数値および市場動向等について
のコメントは当資料作成時点のものであり、市場動向や個別銘柄の将来の動きを保証するものではありません。■当資料の正確性や完全性について当社が保証するものではありませ
ん。また記載内容は予告なく訂正が⾏われることがあります。■当資料は目的によらず、当社の許可なしに複製・複写をすることを禁じます。■当ファンドに関する投資信託説明書（交
付目論⾒書）のご請求、お問合せは販売会社まで。

お申込の際には投資信託説明書（交付目論⾒書）をご覧下さい。

当ファンドは、ベンチマーク等を意識せず、弊社独⾃の調査活動を通じて厳選した少数の投資銘柄群に絞り込んで集中投資することとしているた
め、個別銘柄への投資において、当ファンドの純資産総額に対して実質的に10％を超えて集中投資することが想定されています。そのため、集
中投資を⾏った投資銘柄において経営破綻や経営・財務状況の悪化などが⽣じた場合には、⼤きな損失が発⽣することがあります。

組入れられる株式や債券等の有価証券やコマーシャル・ペーパー等短期⾦融商品は、発⾏体に債務不履⾏が発⽣あるいは懸念される場合に
は価格が下がることがあり、また、投資資⾦を回収できなくなることがあります。なお、株式等の値動きに連動する債券については、債券の発⾏者
に起因するリスクのほか、対象とする企業の株価の変動の影響を受けますので、対象とする企業が倒産や⼤幅な業績悪化に陥った場合には、当
該債券の価値が⼤きく下落し、基準価額が⼤きく下落する要因となります。

集中投資のリスク

信用リスク

当ファンドは、分散投資を⾏う⼀般的な投資信託とは異なり、銘柄を絞り込んだ運⽤を⾏うため、市場動向にかかわらず基準価額の変動は非常に
⼤きくなる可能性があります。

外貨建資産への投資については、原則として為替ヘッジを⾏いませんので、投資対象国の通貨と⽇本円との間の為替変動の影響を受けます。外国
為替相場の変動により投資を⾏う投資対象国の通貨建て資産の価格が変動し、これにより基準価額が変動し、損失を⽣じる場合があります。

為替変動リスク

価格変動リスク
当ファンドは、実質的に内外の株式などを主要な投資対象としますので、当ファンドへの投資には、株式投資にかかる価格変動等の様々なリスクが伴
うことになります。当ファンドに組入れられる株式の価格は短期的または⻑期的に下落していく可能性があり、これらの価格変動または流動性に予想
外の変動があった場合、重⼤な損失が⽣じる場合があります。

カントリーリスク
⼀般的に海外の株式などに投資する場合、投資対象国・地域の政治、経済、社会情勢の変化等により⾦融・証券市場が混乱して株式などの価
格が⼤きく変動する可能性があり、基準価額が⼤きく下落する要因となります。また、新興国市場への投資は先進国への投資と⽐較して価格変
動、流動性、為替変動、政治要因等のリスクが⾼いと考えられています。また、情報の開示などの基準が先進国とは異なることから投資判断に際し
て正確な情報を⼗分に確保できない場合があります。国有化、資産の収⽤、あるいは通貨の回⾦の制限等により、かかる国への投資はリスクを増⼤
させることがあり、その結果、重⼤な損失が⽣じる場合があります。

当ファンドは、主としてマザーファンド受益証券への投資を通じて、内外の株式などの値動きのある有価証券に投資しますので、基準価額は変動します。
また、外貨建資産に投資しますので為替の変動により、基準価額は変動します。従って、投資者の皆さまの投資元本は保証されているものではなく、基
準価額の下落により、損失を被り、投資元⾦を割り込むことがあります。ファンドの運用による損益はすべて投資者の皆さまに帰属します。また、投資信
託は預貯⾦と異なります。

基準価額の変動要因

スパークス・新・国際優良⽇本アジア株ファンド
（愛称︓⽇本アジア厳選投資）

追加型投信／内外／株式

お客様向け資料
特化型

NISA成⻑投資枠対象

投資リスク
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■当資料は販売⽤資料としてスパークス・アセット・マネジメント株式会社（以下当社）が作成したものであり、⾦融商品取引法に基づく開示書類ではありません。当ファンドの取得のお
申込を⾏う場合には、投資信託説明書（交付目論⾒書）をお渡ししますので、必ずお受け取りの上詳細をご確認いただき、ご⾃⾝でご判断ください。■当ファンドは値動きのある有価
証券に投資しますので、基準価額は変動します。従って、元本が保証されているものではなく、組入れた有価証券の価格が下落する場合や、基準価額の下落により、損失を被り、投資
元本を割り込む場合もあります。また、これらの運⽤による損益は全て受益者の皆様に帰属します。■投資信託は預貯⾦・⾦融債または保険商品ではなく、預⾦保険や保険契約者保
護機構の保護の対象ではありません。また、証券会社で購入した場合を除き、投資者保護基⾦の規定に基づく⽀払いの対象ではありません。■投資信託の設定・運⽤は、投資信託
委託会社が⾏います。■当資料に記載の内容は将来の運⽤結果を保証もしくは示唆するものではありません。■当資料に含まれている過去の実績の数値および市場動向等について
のコメントは当資料作成時点のものであり、市場動向や個別銘柄の将来の動きを保証するものではありません。■当資料の正確性や完全性について当社が保証するものではありませ
ん。また記載内容は予告なく訂正が⾏われることがあります。■当資料は目的によらず、当社の許可なしに複製・複写をすることを禁じます。■当ファンドに関する投資信託説明書（交
付目論⾒書）のご請求、お問合せは販売会社まで。

委託会社では、流動性リスク管理に関する規程を定め、ファンドの組入資産の流動性リスクのモニタリングなどを実施するとともに、緊急時対応策の策定・
検証などを⾏います。
取締役会等は、流動性リスク管理の適切な実施の確保や流動性リスク管理態勢について、監督します。

お申込の際には投資信託説明書（交付目論⾒書）をご覧下さい。

リスクの管理体制
委託会社では、投資リスクを適切に管理するため、運⽤部門ではファンドの特性に沿ったリスク範囲内で運⽤を⾏うよう留意しています。また、運⽤部門
から独⽴した管理担当部門によりモニタリング等のリスク管理を⾏っています。

当ファンドは、⼤量の解約が発⽣し短期間で解約資⾦を⼿当てする必要が⽣じた場合や主たる取引市場において市場環境が急変した場合等に、⼀時
的に組入資産の流動性が低下し、市場実勢から期待できる価格で取引できないリスク、取引量が限られてしまうリスクがあります。これにより、基準価額
にマイナスの影響を及ぼす可能性や、換⾦の申込みの受付けが中⽌となる可能性、換⾦代⾦のお⽀払が遅延する可能性があります。

収益分配⾦の⽔準は、必ずしも計算期間におけるファンドの収益の⽔準を示すものではありません。
収益分配は、計算期間に⽣じた収益を超えて⾏われる場合があります。
投資者の購入価額によっては、収益分配⾦の⼀部または全部が、実質的な元本の⼀部払戻しに相当する場合があります。ファンド購入後の運⽤状況
により、分配⾦額より基準価額の値上がりが⼩さかった場合も同様です。
収益分配の⽀払いは、信託財産から⾏われます。従って純資産総額の減少、基準価額の下落要因となります。

当ファンドのお取引に関しては、⾦融商品取引法第37条の6の規定（いわゆるクーリング・オフ）の適⽤はありません。
その他の留意点

法令・税制・会計⽅針などの変更に関する事項
当ファンドに適⽤される法令・税制・会計⽅針などは、今後変更される場合があります。また、投資対象とする地域の中では、⾦融市場や証券市場
にかかる法令・制度などが先進国と⽐較して未整備であったり先進国とは異なったりすること、法令・制度・税制・決済ルールに変更が加えられる可能
性が先進国よりも⾼いと考えられること、市場取引の仲介業者等の固有の事情から、投資⾏動に予期せぬ制約を受けたり、様々な要因から投資成
果への悪影響や損失を被ったりする可能性があります。

基準価額の変動要因（投資リスク）は、上記に限定されるものではありません。

投資リスク（続き）

その他の留意事項
システムリスク・市場リスクなどに関する事項

証券市場および外国為替市場は、世界的な経済事情の急変またはその国における天災地変、政変、経済事情の変化、政策の変更もしくはコン
ピューター・ネットワーク関係の不慮の出来事などの諸事情により閉鎖されることがあります。このような場合、⼀時的に換⾦等ができないこともありま
す。また、これらにより、⼀時的にファンドの運⽤⽅針に基づく運⽤ができなくなるリスクなどもあります。

スパークス・新・国際優良⽇本アジア株ファンド
（愛称︓⽇本アジア厳選投資）

追加型投信／内外／株式

お客様向け資料
特化型

NISA成⻑投資枠対象
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スパークス・アセット・マネジメント株式会社

マンスリーレポート（基準⽇︓2024年4⽉30⽇現在）

※

※

■当資料は販売⽤資料としてスパークス・アセット・マネジメント株式会社（以下当社）が作成したものであり、⾦融商品取引法に基づく開示書類ではありません。当ファンドの取得のお
申込を⾏う場合には、投資信託説明書（交付目論⾒書）をお渡ししますので、必ずお受け取りの上詳細をご確認いただき、ご⾃⾝でご判断ください。■当ファンドは値動きのある有価
証券に投資しますので、基準価額は変動します。従って、元本が保証されているものではなく、組入れた有価証券の価格が下落する場合や、基準価額の下落により、損失を被り、投資
元本を割り込む場合もあります。また、これらの運⽤による損益は全て受益者の皆様に帰属します。■投資信託は預貯⾦・⾦融債または保険商品ではなく、預⾦保険や保険契約者保
護機構の保護の対象ではありません。また、証券会社で購入した場合を除き、投資者保護基⾦の規定に基づく⽀払いの対象ではありません。■投資信託の設定・運⽤は、投資信託
委託会社が⾏います。■当資料に記載の内容は将来の運⽤結果を保証もしくは示唆するものではありません。■当資料に含まれている過去の実績の数値および市場動向等について
のコメントは当資料作成時点のものであり、市場動向や個別銘柄の将来の動きを保証するものではありません。■当資料の正確性や完全性について当社が保証するものではありませ
ん。また記載内容は予告なく訂正が⾏われることがあります。■当資料は目的によらず、当社の許可なしに複製・複写をすることを禁じます。■当ファンドに関する投資信託説明書（交
付目論⾒書）のご請求、お問合せは販売会社まで。

お申込の際には投資信託説明書（交付目論⾒書）をご覧下さい。

信託⾦の限度額 5,000億円を上限とします。

課税関係

課税上は株式投資信託として取扱われます。
公募株式投資信託は税法上、NISA（少額投資非課税制度）の適⽤対象であり、2024年1⽉1⽇以降は⼀定の要件を
満たした場合にNISAの適⽤対象となります。
当ファンドは、2024年1⽉1⽇以降のNISAの「成⻑投資枠（特定非課税管理勘定）」の対象となる予定ですが、販売会社
により取扱いが異なる場合があります。詳しくは、販売会社にお問い合わせください。
税⾦の取扱いの詳細については、税務専門家等にご確認されることをお勧めします。

公告 原則として電子公告の⽅法により⾏い、ホームページ【https://www.sparx.co.jp/】に掲載します。

販売会社との契約によっては、収益分配⾦の再投資が可能です。
収益分配

年1回の決算時に収益分配⽅針に基づいて収益分配を⾏います。
ただし、分配対象額が少額の場合等には、分配を⾏わないこともあります。

決算⽇ 毎年9⽉12⽇（休業⽇の場合は翌営業⽇）

運⽤報告書 ファンドの毎決算時および償還時に交付運⽤報告書を作成し、原則として、販売会社を通じて受益者へ交付します。

繰上償還 受益権⼝数が20億⼝を下回った場合等には、償還となる場合があります。
信託期間 無期限（2018年10⽉31⽇設定）

申込締切時間 原則として午後3時までに販売会社所定の事務⼿続きが完了したものを当⽇のお申込分とします。
換⾦代⾦ 原則として換⾦申込受付⽇から起算して7営業⽇目からお⽀払いします。

換⾦単位 販売会社が別に定める単位
換⾦価額 換⾦申込受付⽇の翌営業⽇の基準価額から信託財産留保額を控除した額

換⾦制限 信託財産の資⾦管理を円滑に⾏うため、⼤⼝の換⾦申込には制限を設ける場合があります。
購入・換⾦申込受付の

中⽌及び取消し
委託会社は、⾦融商品取引所における取引の停⽌、外国為替取引の停⽌、決済機能の停⽌その他やむを得ない事情がある
ときは、購入・換⾦申込受付を中⽌することおよびすでに受付けた購入・換⾦申込受付を取り消すことができます。

⼿続・⼿数料等

購入単位 販売会社が別に定める単位
詳しくは販売会社までお問い合わせください。

購入価額 購入申込受付⽇の翌営業⽇の基準価額
購入代⾦ 販売会社が指定する期⽇までにお⽀払いください。

お申込みメモ

スパークス・新・国際優良⽇本アジア株ファンド
（愛称︓⽇本アジア厳選投資）

追加型投信／内外／株式

お客様向け資料
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スパークス・アセット・マネジメント株式会社

マンスリーレポート（基準⽇︓2024年4⽉30⽇現在）

※

※

※

※

■当資料は販売⽤資料としてスパークス・アセット・マネジメント株式会社（以下当社）が作成したものであり、⾦融商品取引法に基づく開示書類ではありません。当ファンドの取得のお
申込を⾏う場合には、投資信託説明書（交付目論⾒書）をお渡ししますので、必ずお受け取りの上詳細をご確認いただき、ご⾃⾝でご判断ください。■当ファンドは値動きのある有価
証券に投資しますので、基準価額は変動します。従って、元本が保証されているものではなく、組入れた有価証券の価格が下落する場合や、基準価額の下落により、損失を被り、投資
元本を割り込む場合もあります。また、これらの運⽤による損益は全て受益者の皆様に帰属します。■投資信託は預貯⾦・⾦融債または保険商品ではなく、預⾦保険や保険契約者保
護機構の保護の対象ではありません。また、証券会社で購入した場合を除き、投資者保護基⾦の規定に基づく⽀払いの対象ではありません。■投資信託の設定・運⽤は、投資信託
委託会社が⾏います。■当資料に記載の内容は将来の運⽤結果を保証もしくは示唆するものではありません。■当資料に含まれている過去の実績の数値および市場動向等について
のコメントは当資料作成時点のものであり、市場動向や個別銘柄の将来の動きを保証するものではありません。■当資料の正確性や完全性について当社が保証するものではありませ
ん。また記載内容は予告なく訂正が⾏われることがあります。■当資料は目的によらず、当社の許可なしに複製・複写をすることを禁じます。■当ファンドに関する投資信託説明書（交
付目論⾒書）のご請求、お問合せは販売会社まで。

当該⼿数料等の合計額については、ファンドの購入⾦額や保有期間等に応じて異なりますので、あらかじめ表示することができません。

お申込の際には投資信託説明書（交付目論⾒書）をご覧下さい。

その他の費⽤・
⼿数料

組入有価証券の売買委託⼿数料、信託事務の諸費⽤、外貨建資産の保管費⽤、マザーファンドの換⾦に伴う信託財産留
保額等は、その都度信託財産から⽀払われます。これらの費⽤は運⽤状況等により変動するため、事前に料率・上限額等を
示すことができません。

組入有価証券の売買委託⼿数料︓有価証券の売買の際、売買仲介⼈に⽀払う⼿数料
信託事務の諸費⽤︓投資信託財産に関する租税、信託事務の処理に要する諸費⽤および受託会社の⽴替えた⽴替⾦
の利息
外貨建資産の保管費⽤︓海外における保管銀⾏等に⽀払う有価証券等の保管及び資⾦の送⾦・資産の移転等に要す
る費⽤

監査費⽤
印刷費⽤

監査費⽤︓ファンドの監査⼈に対する報酬および費⽤
印刷費⽤︓有価証券届出書、目論⾒書、運⽤報告書等の作成、印刷および提出等に係る費⽤

購入後の情報提供、運⽤報告書等各種書類の送付、⼝座内でのファンドの管理および事務
⼿続き等の対価

受託会社 年率0.04％ ファンドの財産の保管・管理、委託会社からの指図の実⾏等の対価

販売会社信託報酬の配分

⽀払先

年率0.80％

監査費⽤、印刷費⽤などの諸費⽤は、ファンドの純資産総額に対して年率0.11％（税抜0.10％）を上限とする額がファンド
の計算期間を通じて毎⽇計上され、毎計算期間の最初の6ヶ⽉終了⽇および毎計算期末または信託終了の時に、信託財産
から⽀払われます。

委託会社 年率1.00％ ファンドの運⽤、開示書類等の作成、基準価額の算出等の対価

主な役務

運⽤管理費⽤
（信託報酬）

⽇々の信託財産の純資産総額に対して年率2.024％（税抜1.84％）を乗じて得た額とします。
運⽤管理費⽤（信託報酬）は、ファンドの計算期間を通じて毎⽇計上され、毎計算期間の最初の6ヶ⽉終了⽇および毎計
算期末または信託終了の時に、信託財産から⽀払われます。
運⽤管理費⽤（信託報酬）＝運⽤期間中の基準価額×信託報酬率

内訳（税抜）

信託財産留保額 換⾦申込受付⽇の翌営業⽇の基準価額に対して0.3％の率を乗じて得た額をご負担いただきます。
投資者が信託財産で間接的に負担する費⽤

詳しくは販売会社までお問い合わせください。
購入時⼿数料は、商品の説明、販売の事務等の対価として販売会社が受け取るものです。

⼿続・⼿数料等（続き）

投資者が直接的に負担する費⽤

購入時⼿数料

購入申込受付⽇の翌営業⽇の基準価額に3.3％（税抜3.0％）を上限として販売会社が定める⼿数料率を乗じて得た額と
します。

ファンドの費用

スパークス・新・国際優良⽇本アジア株ファンド
（愛称︓⽇本アジア厳選投資）

追加型投信／内外／株式
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スパークス・アセット・マネジメント株式会社

マンスリーレポート（基準⽇︓2024年4⽉30⽇現在）

● 委託会社 スパークス・アセット・マネジメント株式会社
⾦融商品取引業者 関東財務局⻑（⾦商）第346号
（加入協会）⼀般社団法⼈投資信託協会、⼀般社団法⼈⽇本投資顧問業協会、⽇本証券業協会、⼀般社団法⼈第⼆種⾦融商品取引業協会
信託財産の運用指図、受益権の発⾏等を⾏います。

● 受託会社 三井住友信託銀⾏株式会社
委託会社の指図に基づく信託財産の管理等を⾏います。なお、信託事務の⼀部につき株式会社⽇本カストディ銀⾏に委託を⾏います。

● 販売会社 下記⼀覧参照
ファンドの受益権の募集・販売の取扱い、⼀部解約請求の受付、⼀部解約⾦・収益分配⾦・償還⾦の⽀払いの取扱等を⾏います。 

※ 株式会社ＳＢＩ証券は、⼀般社団法⼈⽇本STO協会に加入しています。 

登録⾦融機関
関東財務局⻑（登⾦）第10号 〇 〇

（委託⾦融商品取引業者︓マネックス証券株式会社） 

⾦融商品取引業者 関東財務局⻑（⾦商）第165号 〇 〇 〇 〇
株式会社ＳＢＩ新⽣銀⾏

お申込の際には投資信託説明書（交付目論⾒書）をご覧下さい。
■当資料は販売⽤資料としてスパークス・アセット・マネジメント株式会社（以下当社）が作成したものであり、⾦融商品取引法に基づく開示書類ではありません。当ファンドの取得のお
申込を⾏う場合には、投資信託説明書（交付目論⾒書）をお渡ししますので、必ずお受け取りの上詳細をご確認いただき、ご⾃⾝でご判断ください。■当ファンドは値動きのある有価
証券に投資しますので、基準価額は変動します。従って、元本が保証されているものではなく、組入れた有価証券の価格が下落する場合や、基準価額の下落により、損失を被り、投資
元本を割り込む場合もあります。また、これらの運⽤による損益は全て受益者の皆様に帰属します。■投資信託は預貯⾦・⾦融債または保険商品ではなく、預⾦保険や保険契約者保
護機構の保護の対象ではありません。また、証券会社で購入した場合を除き、投資者保護基⾦の規定に基づく⽀払いの対象ではありません。■投資信託の設定・運⽤は、投資信託
委託会社が⾏います。■当資料に記載の内容は将来の運⽤結果を保証もしくは示唆するものではありません。■当資料に含まれている過去の実績の数値および市場動向等について
のコメントは当資料作成時点のものであり、市場動向や個別銘柄の将来の動きを保証するものではありません。■当資料の正確性や完全性について当社が保証するものではありませ
ん。また記載内容は予告なく訂正が⾏われることがあります。■当資料は目的によらず、当社の許可なしに複製・複写をすることを禁じます。■当ファンドに関する投資信託説明書（交
付目論⾒書）のご請求、お問合せは販売会社まで。

（委託⾦融商品取引業者︓株式会社ＳＢＩ証券） 

〇
松井証券株式会社 ⾦融商品取引業者 関東財務局⻑（⾦商）第164号 〇 〇
ＰａｙＰａｙ銀⾏株式会社 登録⾦融機関 関東財務局⻑（登⾦）第624号 〇 〇

株式会社イオン銀⾏ 登録⾦融機関

マネックス証券株式会社
〇 〇

〇

株式会社ＳＢＩ新⽣銀⾏ 登録⾦融機関
関東財務局⻑（登⾦）第10号 〇 〇

楽天証券株式会社 ⾦融商品取引業者 関東財務局⻑（⾦商）第195号 〇

⾦融商品取引業者 関東財務局⻑（⾦商）第44号株式会社ＳＢＩ証券※ 〇
〇 〇

〇
ａｕカブコム証券株式会社
⽔⼾証券株式会社 ⾦融商品取引業者 関東財務局⻑（⾦商）第181号 〇

〇 〇

販売会社 登録番号

加入協会 

⽇本証券業
協会

⼀般社団法⼈
⾦融先物

取引業協会

⼀般社団法⼈
⽇本投資

顧問業協会

⼀般社団法⼈
第⼆種

⾦融商品
取引業協会

⾦融商品取引業者 関東財務局⻑（⾦商）第61号 〇

スパークス・新・国際優良⽇本アジア株ファンド
（愛称︓⽇本アジア厳選投資）

追加型投信／内外／株式

ファンドの関係法人について

お客様向け資料

スパークス･アセット･マネジメント株式会社 ⾦融商品取引業者 関東財務局⻑（⾦商）第346号 〇 〇 〇

関東財務局⻑（登⾦）第633号 〇
（委託⾦融商品取引業者︓マネックス証券株式会社） 

NISA成⻑投資枠対象
特化型

13 / 14



スパークス・アセット・マネジメント株式会社

マンスリーレポート（基準⽇︓2024年4⽉30⽇現在）

スパークス・アセット・マネジメント株式会社
ホームページ https://www.sparx.co.jp/
電話番号 03-6711-9170（受付時間︓営業⽇9︓00〜17︓00）

■当資料は販売⽤資料としてスパークス・アセット・マネジメント株式会社（以下当社）が作成したものであり、⾦融商品取引法に基づく開示書類ではありません。当ファンドの取得のお
申込を⾏う場合には、投資信託説明書（交付目論⾒書）をお渡ししますので、必ずお受け取りの上詳細をご確認いただき、ご⾃⾝でご判断ください。■当ファンドは値動きのある有価
証券に投資しますので、基準価額は変動します。従って、元本が保証されているものではなく、組入れた有価証券の価格が下落する場合や、基準価額の下落により、損失を被り、投資
元本を割り込む場合もあります。また、これらの運⽤による損益は全て受益者の皆様に帰属します。■投資信託は預貯⾦・⾦融債または保険商品ではなく、預⾦保険や保険契約者保
護機構の保護の対象ではありません。また、証券会社で購入した場合を除き、投資者保護基⾦の規定に基づく⽀払いの対象ではありません。■投資信託の設定・運⽤は、投資信託
委託会社が⾏います。■当資料に記載の内容は将来の運⽤結果を保証もしくは示唆するものではありません。■当資料に含まれている過去の実績の数値および市場動向等について
のコメントは当資料作成時点のものであり、市場動向や個別銘柄の将来の動きを保証するものではありません。■当資料の正確性や完全性について当社が保証するものではありませ
ん。また記載内容は予告なく訂正が⾏われることがあります。■当資料は目的によらず、当社の許可なしに複製・複写をすることを禁じます。■当ファンドに関する投資信託説明書（交
付目論⾒書）のご請求、お問合せは販売会社まで。

東証株価指数（TOPIX）（配当込み）
東証株価指数（TOPIX）は、⽇本の株式市場を広範に網羅するとともに、投資対象としての機能性を有するマーケット・ベンチマークです。
TOPIXは、株式会社ＪＰＸ総研又は株式会社ＪＰＸ総研の関連会社（以下「ＪＰＸ」といいます。）の知的財産であり、ＪＰＸは
TOPIXの算出もしくは公表の⽅法の変更、TOPIXの算出もしくは公表の停⽌またはTOPIXの商標の変更もしくは使⽤の停⽌を⾏う権利を
有しています。

お問い合わせ先

お申込の際には投資信託説明書（交付目論⾒書）をご覧下さい。

スパークス・新・国際優良⽇本アジア株ファンド
（愛称︓⽇本アジア厳選投資）

追加型投信／内外／株式

お客様向け資料
特化型

NISA成⻑投資枠対象

指数に関して

MSCI AC Asia Index（円ベース・配当込み）
「MSCI AC Asia Index（円ベース）」は、MSCI Inc.が発表しているMSCI AC Asia Index（米ドルベース）をもとに委託会社が円換
算したものです。
また、MSCI AC Asia Indexに関する著作権、知的財産権その他⼀切の権利はMSCI Inc.に帰属します。またMSCI Inc.は、同指数の
内容を変更する権利および公表を停⽌する権利を有しています。MSCI Inc.は、当ファンドの運⽤成果等に関して⼀切責任を負うものでは
ありません。
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